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プ
ロ
ー
ブ
情
報
の
集
約
・
共
有
化
が
社
会
的
価
値
に

　

Ｉ
Ｔ
Ｓ（Intelligent T

ransport System
s

）は
、
高
度
道
路
交
通

シ
ス
テ
ム
の
略
。
最
先
端
の
情
報
通
信
や
制
御
技
術
を
活
用
し
て
、
事
故
防

止
や
渋
滞
解
消
な
ど
道
路
交
通
の
最
適
化
や
自
動
車
の
利
便
性
、
環
境
性

能
向
上
を
図
る
シ
ス
テ
ム
の
総
称
だ
。
日
本
で
は
１
９
７
０
年
代
に
通
商

産
業
省
の
主
導
で
研
究
開
発
に
着
手
、
90
年
代
以
降
は
産
官
学
民
協
力
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ（
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
）や

Ｅ
Ｔ
Ｃ（
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
）を
は
じ
め
、
交
通
管
理
の
最
適
化
や

公
共
交
通
の
支
援
、
商
用
車
の
効
率
化
な
ど
幅
広
い
分
野
で
実
用
化
・
普
及

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
民
間
に
お
け
る
推
進
団
体
が
Ｉ
Ｔ
Ｓ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
で
あ
る（
※
１
）。

　

Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
技
術
的
主
眼
は
、Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）を
交
通
シ
ス
テ
ム
に
ど
の

よ
う
に
適
用
・
応
用
す
る
か
に
あ
る
。
近
年
と
く
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
災
害
時
に
役
立
て
る
取
り
組
み
だ
と
い
う
。

　

東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
は
、
広
域
に
わ
た
っ
て
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
物

資
輸
送
や
災
害
救
助
に
向
か
う
の
に
も
、
ど
の
道
路
が
通
行
可
能
な
の
か
分

か
ら
な
い
状
態
が
続
い
た
。
こ
の
時
、
被
災
地
支
援
に
役
立
っ
た
の
が
、
走

行
車
両
か
ら
集
め
た「
プ
ロ
ー
ブ
情
報
」を
集
約
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
開
し
た「
自
動
車
・
通
行
実
績
情
報
」で
あ
る
。

　
「
プ
ロ
ー
ブ
情
報
」は
、
道
路
上
を
移
動
す
る
自
動
車
等
か
ら
得
た
車
速

や
位
置
な
ど
の
情
報
の
こ
と
で
あ
る
。
民
間
各
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の

方
式
で
、
デ
ー
タ
通
信
機
能
の
つ
い
た
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
会
員
か
ら
プ
ロ
ー
ブ
情
報
を
取
得
し
て
い
る（
※
２
）。

　
「
自
動
車
・
通
行
実
績
情
報
」は
、Ｉ
Ｔ
Ｓ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
が
、
各
社
の
プ

ロ
ー
ブ
情
報
を
集
約
し
た
初
め
て
の
事
例
だ
。
震
災
被
害
の
甚
大
さ
を
鑑

み
て
、
本
来
は
競
合
関
係
に
あ
る
本
田
技
研
工
業
、
パ
イ
オ
ニ
ア
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
、
日
産
自
動
車
の
４
社
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
統
合
し
て
公
開
し
た
。

「地域の防災・減災に役立つ
プローブ情報の活用には民民
連携、官民連携が欠かせませ
ん」と話すITS Japan普及促進
グループの大月誠常務理事

ITS Japanが東日本大震災発生8日後からイン
ターネット上で公開した「自動車・通行実績情
報」。このマップでは、前日に通行実績のあった
道路が色（実際は青色）で示された。4社のプ
ローブ情報が統合されることで情報精度も上が
り、円滑な通行に役立った
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● 行政や民間が収集している情報をクラウドを通じて集約し活用
● 平常時から利用することと、災害時などにも活用して被災を
　最小限にとどめる

『地域 ITS情報センター』構想
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そ
の
経
緯
を
Ｉ
Ｔ
Ｓ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
大
月
誠
常
務
理
事
が
説
明
す
る
。

　
「
２
０
０
７
年
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
際
、
ホ
ン
ダ
さ
ん
が
、
世
界
で

初
め
て『
通
れ
た
道
路
マ
ッ
プ
』と
し
て
一
般
に
公
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、

渋
滞
と
Ｃ
Ｏ
2
削
減
を
テ
ー
マ
に
し
た
政
府
主
導
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
私
ど
も
と
民
間
各
社
で
プ
ロ
ー
ブ
情
報
の
統
合
実
験
を
行
っ

た
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
下
地
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
回
の
連
携
に
つ
な

が
り
ま
し
た
」

　

下
地
は
あ
っ
た
も
の
の
、
事
前
調
整
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

混
乱
し
た
現
場
の
中
で
、
各
社
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
情
報
提
供
の
方
法
、

ま
と
め
方
な
ど
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
手
さ
ぐ
り
で
進
め
ら
れ
た
。
各
社
で
も

担
当
責
任
者
が
社
内
調
整
と
実
務
を
懸
命
に
遂
行
し
た
こ
と
で
成
し
え
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
、
国
土
地
理
院
か
ら
通
行
止
情
報
の
提
供
を

受
け
る
な
ど
官
民
の
連
携
も
実
現
。
こ
の
情
報
共
用
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
マ
ッ
プ
は
、
災
害
救
助
や
物
資
輸
送
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
向
か
う
人
た
ち

に
と
っ
て
、
大
い
に
役
立
っ
た
。

　

も
と
も
と
I
T
S
は
、
人
や
モ
ノ
が
安
全
に
快
適
に
移
動
す
る
こ
と
を
支

援
す
る
シ
ス
テ
ム
。
災
害
時
の
活
用
も
想
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
さ
せ
る
に
は
、
信
頼
で
き
る
情
報
提
供
の
た
め
の
し
く
み
づ
く
り

や
、
平
常
時
の
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と
の
密
接
な
連
携
が
不
可
欠
だ
。

　

防
災
・
減
災
視
点
で
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｔ
Ｓ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

で
は
各
自
治
体
が
議
論
を
深
め
る
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
今
後
さ
ら
に

民
民
・
行
政
・
官
民
連
携
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
全
国
的
に
働
き
か
け
て
い

く
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・Ｃ
Ｅ
Ｌ
編
集
室
）

「自動車・通行実績情報」では特別に通
行許可を取った救援車両などの通行実
績も示され、一般車両が通行してよいか
どうかは不明確だったが、東日本大震
災発生から約３週間後に国土地理院か
ら提供された通行止め情報を追加し、よ
り正確な状況を把握できるようになった

ITS Japanが提唱する『地域 ITS情報センター』構想は、官民が持っている情報をク
ラウドな環境において集約し、平常時にはもちろん、災害時には特にオープン性を
高めて利用しやすくするとともに、広域自治体での情報共有により自治体間の連
携を図るシステムづくりを目指すもの

（
※
１
）Ｉ
Ｔ
Ｓ
関
連
の
５
省
庁（
当
時
の
警
察
庁
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
、
郵
政
省
、
建
設
省
）の

支
援
を
受
け
１
９
９
４
年
１
月
に
任
意
団
体
と
し
て
設
立
。
２
０
０
５
年
６
月
に
特
定
非
営

利
活
動
法
人
と
な
っ
た
。
内
閣
官
房
に
設
置
さ
れ
た「
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
協
議
会
」の
メ
ン
バ
ー
。

（
※
２
）各
車
両
か
ら
集
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
、
道
路
ご
と
の
一
般
的
な
車
両
速
度
デ
ー
タ
な
ど
へ
の

統
計
的
処
理
を
な
さ
れ
た
の
ち
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
車
両
や
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
さ
ら
に
会
員
は
デ
ー
タ
送
信
の
可
否
を
自
分
で
設
定
で
き
る
。

(提供 ITS Japan)


